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「何もしなくても健康へ向かっていく世界」へ。健康管理の

未来像「オートケア」レベル0〜5を提唱

「続かない健康管理」を、意志力から解放し"自動運転"に。東大発issin、16万人の実デー

タから現在地と「人からAIへ移る境界」を定義

東京大学発ヘルスケアスタートアップのissin株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役：程 涛、読
み：イッシン、以下「issin」）は、健康管理の自動化の度合いを自動運転になぞらえて6段階（レベル

0〜5）で定義した、健康管理の「オートケア」構想を提唱します。

オートケアとは、本人の意志やモチベーションに頼らず、データとAI、そして生活環境そのものが健康

を自動で支える仕組みです。

issinは創業以来、「健康を、意志力から解放する」というコンセプトで、お風呂上がりに乗るだけで体

組成を記録できる「スマートバスマット」など、無理なく続けられるヘルスケアプロダクトを開発し、

現在16万人の利用者の実生活データを蓄積しています。本構想は、その延長線上にある未来像を一つの

概念として言語化し、社会と共有するものです。



背景：健康管理は、モチベーションに依存する限り続かない

自動運転やAIエージェントなど、"人の判断と実行を機械に委ねる"技術の社会実装が進む2026年。一
方、多くの健康管理サービスは、記録やアドバイスを通じて「本人のやる気」に働きかけ、意志やモチ

ベーションに頼っています。健康管理が続かないのは、利用者の意識が低いからではなく、努力を前提

としてきたサービス側の設計にも原因があるとissinは考えます。
issinはこの課題に対して、次の前提に立ちます。

ヘルスケアにおけるアクチュエータ（実際に動くもの）は、人間の身体そのもので、「本人の行動を自

動化する」ことは原理的にできません。自動化できるのは、本人が行動しなくても済むように「環境

側」を変えることだけです。

つまり、目指すべきは「人を頑張らせる技術」ではなく、「頑張らなくても健康でいられる環境をつく

る技術」です。issinはこの考え方を「オートケア」と名づけ、実現までの道のりを段階的に定義しまし
た。

L0「全部やる」から、L5「何もしない」へ。健康管理の自動化を6段階で
定義

issinは、「オートケア」のレベルを、自動運転のレベル分けと同じ発想で、下記の6段階に整理しまし
た。

レベルが上がるにつれて「本人がやること」は減っていき、L5では「何もしなくても健康が保たれてい
る」状態に到達します。

中でも重要なのが、L2とL3の間にある「判断主体が、人からAIへ移る境界」です。AIがどれほど優れた
提案をしても、実行するのが人間である限り、モチベーションの壁が残ります。L3では、AIが健康プラ
ンを決め、本人が止めない限りそのまま確定し、本人に残るのは「止めるかどうか」の選択だけになり

ます。この境界を越えることが、「オートケア」実現の最大の挑戦です。

※L3以降は、issinが目指す将来像を示すものであり、現時点で提供している機能・サービスではありま
せん。

レベ

ル

判断主

体

AIの役割 本人がやること オートケアの例

L0 人 ー すべて自分で行

う

自分で測り、記録し、決め

て、動く

L1 人 記録 判断して行動す

る

体重や活動が自動で記録さ

れる



L2 人 提案 提案を受け取り

選択・決定する

スコア化・変化検知・パー

ソナライズ提案

L3 AI 決定 止めるかどうか

を判断する

AIが健康プランを決め、デフ
ォルトで実行される

L4 AI 実行 ほぼ何もしない 入浴温度・照明の自動制

御、食事の自動手配など環

境や習慣を自動で整える

L5 AI 統合 何もしない 全生活領域を統合し、常に

最適な状態を維持する

「判断主体が人からAIへ移る」境界を越える鍵は、実生活データとフィ
ジカルAI

issinの現在地は、体重管理の領域でレベル2です。「スマートバスマット」や「スマートリカバリーリン

グ」では、生活に溶け込み健康管理を意識しなくてもデータが溜まる仕組みを実現しました（L1：記録
の自動化）。さらに、データをもとに体重の変動パターンをAIが学習し、注意が必要な変化を判断して
お知らせする「体重オートケア」などを日常生活の中で実現してきました（L2：分析・提案）。
L3への境界を越えるために不可欠なのが、「実生活のデータ」と、AIの判断を現実の生活の中で実行す

る「フィジカルAI」です。issinのサービスは現在、累計16万人の利用者データを蓄積しており、大規模
な実データから「変化のパターン」を見いだすことで、一人ひとりに合った判断をAIに委ねられるだけ
の根拠を積み上げていきます。そして、フィジカルAIが状態に応じて動く世界を構想しています。

生活を囲む各業界とともに「オートケア」の実現を目指す

レベル4以降の世界で、AIの判断を実行するのは、人を取り囲む生活環境そのものです。これは、issin
が単独で提供できるものではありません。

issinが担うのは、生活の中で蓄積される実データと、そこから一人ひとりの状態を理解し判断する、い
わば「環境の脳」の部分です。その判断を現実の生活の中で実行するためには、食事、住環境、睡眠、
運動、保険、医療をはじめとする各分野の企業・サービスとの連携が不可欠だと考えています。
issinは本構想の発表を機に、「オートケア」の実現をともに目指すパートナー企業との対話を広く進め
てまいります。



【ウェリーLAB】オートケアの検証拠点

issinは、この概念を軸に、デバイスやウェリーアプリを通じて蓄積した実データをもとに、健康に関す
る発見や気づきを分かりやすい形で発信する取り組みとして「ウェリーLAB」を開設します。
今後、ウェリーLABは、「オートケア」構想の検証拠点として、データの解析や実験的な機能の提供を
予定しています。

「ウェリーLAB」URL：https://issin.cc/pages/welly-lab

代表コメント（代表取締役 程 涛）

私たちがヘルスケアで提供したい価値・構想を、ようやく言葉にできるようになりました。

健康管理が続かないのは、意志が弱いからではありません。意志やモチベーションに依存する設計その

ものが課題です。本人の行動は自動化できませんが、環境は変えられます。今の私たちはまだレベル2
ですが、日々蓄積される実生活のデータとフィジカルAIを土台に、判断をAIに委ねられる世界へ一歩ず
つ進みます。

気づかないうちに進む体の変化を、暮らしの中のデータが静かに捉え、手遅れになる前に守れる健康が

あります。健康寿命が延びれば、家族や大切な人と思い出をつくる時間が増えます。
issinはヘルスケア機器の単なるメーカーではなく、生活者の健康状態を理解する「環境の脳」として、
多くのパートナーとともに、何もしなくても健康へ向かっていく世界の構築を目指します。

代表取締役 程涛

スマートバスマット 製品概要

「スマートバスマット」は、体組成計とバスマットを一体化させたことで、健康管理を日常生活に自然

に溶け込ませることを可能にしたヘルスケア製品です。

お風呂上がりに乗るだけで、体重・BMI・筋肉量・体脂肪率など15項目の体組成データを測定し、専用
アプリに自動記録します。ユーザーの測定継続率は90％を超えており、無意識のうちに健康習慣が身に
つく仕組みを実現しました。バスマット部分は取り替え可能で、豊富なカラーに加え、村上信五モデル

やポケモンのデザインなど、気分や好みに合わせて選べます。

https://issin.cc/pages/welly-lab


専用アプリは継続的にアップデートを重ねており、パーソナルヘルスケアAI「ウェリー」による食事の
栄養価分析、未来の体重変化予測、毎週お知らせが届くウェリーの発見、目的やライフステージに合わ

せた体重管理モード、プライバシーに配慮した家族間共有など、多数の機能を提供しています。これに

より、子どもの成長記録、ダイエットのモチベーション維持、高齢者のフレイル予防など、多様な健康

ニーズに応えています。

また、「メンバーシップ」にご加入いただくと、ユーザーの体重の変化をAIが見守り、無理のない「体

重の安定」をサポートする体重オートケアなどの追加機能が利用可能となります。

・製品名：スマートバスマット 体組成計モデル（2026）

・販売価格：19,800円~（税・送料込）

・主な機能：体組成測定（体重、BMI、体脂肪率、筋肉量、体内年齢など15項目）、パーソナルヘルス
ケアAI、食事の栄養価分析、未来の体重変化予測、ウェリーの発見、体重管理モード、体重オートケア
（一部メンバーシップ加入で利用可能）

・公式サイト：https://issin.cc/pages/smart-bath-mat

【会社概要】

会社名：issin株式会社（読み：イッシン）

代表者：代表取締役 程 涛

設立：2021年4月5日

所在地：東京都文京区本郷七丁目3番1号 東京大学アントレプレナープラザ 705

資本金（資本準備金含む）：834,956,200円

事業内容：日常生活に溶け込んだヘルスケア機器・サービスの開発・提供

・生活習慣の改善・促進を、ラクに楽しくサポートするスマホ向けアプリ「ウェリー」

・お風呂上がりに乗るだけで、無意識に体重管理ができる「スマートバスマット」

・装着するだけで、睡眠の質などを可視化できる「スマートリカバリーリング」

・効率良く簡単に運動習慣を身につけられるエクササイズサービス「Smart 5min」（法人向け）

・専門家とAIが最適な健康アクションを提案する生活習慣改善サービス「Smart Daily」（法人向け）

・健康経営の“次の一手”を導く健康経営クラウド「Welly Compass」（法人向け）

URL：https://issin.cc/

【代表プロフィール】

issin株式会社　程 涛（テイ トウ）

https://issin.cc/pages/smart-bath-mat
https://issin.cc/


1982年、中国・河南省生まれ。東京工業大学卒。シリアルアントレプレナー（連続起業家）。東京大学
修士在学中に、東大発ベンチャーpopInを創業し、2015年にBaiduと経営統合。世界初の照明一体型3in
1プロジェクター「popIn Aladdin」や大ヒットゲーム「スイカゲーム」などを開発。
2021年、issin株式会社を創業。国内初のお風呂上がりに乗るだけで体重測定できるバスマット「スマ
ートバスマット」をリリース。2025年、装着するだけで、睡眠の質などを可視化できる指輪型デバイス
「スマートリカバリーリング」をリリース。日常生活に溶け込んだヘルスケア体験を追求している。
2025年11月、自身初の著書「道具としてのアイデア」（日経BP）を出版。

書籍情報

『道具としてのアイデア』

著者：程涛

発売日：2025年11月21日（金）

定価：1,760円（税込）

発行：日経BP

日経ブックプラス：https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/25/10/30/02293/

Amazon：https://amzn.to/3YmFddt

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000112.000103350.html

issin株式会社のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/103350

本件に関するお問い合わせ

issin株式会社 広報（岡田）

TEL：03-3868-0186

MAIL：media@issin.cc

https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/25/10/30/02293/
https://amzn.to/3YmFddt
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000112.000103350.html
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/103350

